
房総半島沖のゆっくりすべり
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海側のプレートの沈み込みに伴い、陸側のプレートの端が引きずり込まれ、限界に達したときに陸側の
プレートが跳ね上がり大地震が発生します。
海側のプレートと陸側のプレートとの境界部分は、急激にすべって地震がおこるだけでなく、地震を起

こさずときどき時間をかけてゆっくりとすべる場合もあることが分かっています。
房総半島沖では、不定期にこの「ゆっくりすべり（スロースリップ）」が観測されています。このよう

なプレート境界の監視（モニタリング）は、地震発生の可能性の評価に重要な要素になります。

電子基準点の観測結果を解析すると、ゆっくりすべりがプレート境界面上のどこで発生したか、そしてど
れだけすべったかを推定できます。右上の図では、2018年6月5日頃からゆっくりと始まり、6月10日
頃から16日頃にかけて急激に変動した後、変動が緩やかになり、7月末頃まで継続し収束したのがわか
ります。

電子基準点が捉えた2018年のゆっくりすべり

1996年から現在までに観測されたゆっくりすべり

房総半島沖では、1996年から現在まで6回のゆっくりすべりが確認されています。
すべりの方向や領域は似ていますが、すべりの大きさは毎回異なっており、2018年がこれまでで最大
です。

ゆっくりすべりが発生すると、通常とは違う向きの
変動となります。

赤矢印：陸側のプレートのフィリピン海プレートに対する動き
黒点線：フィリピン海プレート上面の等深線
コンター間隔：4ｃｍ

使用データ：2018/7/15～23はR3解 それ以外はF3解
紫丸：気象庁一元化震源（フィリピン海プレート上面境界±5km）
固定局：日光(950218)

図の共通事項

時間依存インバージョンで推定したフィリピン海プレート上面の滑り分布の時間変化

ゆっくりすべりの推移（2018年6月2日～8月5日）

赤矢印：陸側のプレートのフィリピン海プレートに対する動き
黒点線：フィリピン海プレート上面の等深線
コンター間隔：1ｃｍ

紫丸：気象庁一元化震源（フィリピン海プレート上面境界±5km）
固定局：日光(950218)

図の共通事項

① 1996/5/7～6/24 ② 2002/9/23～10/25 ③ 2007/8/3～9/7 ④ 2011/10/12～11/30

⑤ 2013/12/28～2014/1/30 ⑥ 2018/6/2～8/5
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④

⑤

⑥

通常時の地殻変動
基準期間：2022/6/2～16
比較期間：2023/6/3～17
固定局：日光

基準期間：2018/5/20～30 比較期間：2018/8/5～6 固定局：日光
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